
東京外国語大学『鰭学研究所論集』第 17号（2012.3).97・116

く特集「ヴォイスとその周辺j ) 

リトアニア語のヴォイス表現

棲井映子

はじめに1

リトアニア語においては，能動と受動の対立に限定される狭義のヴォイス（態）は，基本的

に，動詞ではなく分詞の形態論的カテゴリーである2. リトアニア語の形容詞的分調のうち，現

在／過去／未来分調には，能動態と受動態の区別がある．受動文は，動詞biiti“ある，いる，

～である”の活用形と，現在受動分調（接尾辞－m－をともなう）あるいは過去受動分調（接尾

辞＋をともなう）の主格形を組み合わせた分析的形式によってつくられる．受動文において，

動調biitiは主語の人称と数に一致し，時制を表す．一方，受動分詞は主語の性と数に一致する．

現在受動分間と過去受動分調はアスペク卜的意味の違いによって使い分けられる．また，リト

アニア語の受動文は，自他の別にかかわらずすべての動詞からつくられへ能動文とこれらの受

I リトアニア語は，バルト海東岸に位置するリトアニア共和国の公用語で＼話者の数は約 330万人である．

姉妹語のラトヴィア語とともにインド・ヨーロッパ語族のバルト諸派に属している．古い回折組織や自

由アクセントをよく保持しており，インド・ヨーロッパ語族の諸現代語中でも最も古風な言語の一つに

数えられている．名詞類は7つの格（主格，属格，与格，対格，具格，位格，呼格）と2つの性（男性，

女性）を区別し，動調は3つの人称（I・2・3人称）と 2つの数（単数，複数）を区別する．語順はかな

り自由であるが，優勢な語順はsvoで，典型的な他動詞精文では，主語は主格，直接円的語は対格を取

る．間緩円的語は与格を取り．直接同的語より前に置かれる傾向がある．

2 リトアニア語は．分詞の種類と形態が非常に豊富な言語である．分調は，形態によって以下のように大

別される．

(a）分調（形容詞的分詞）：性・数・格により変化する．能動態と受動態がある 現在／（一般）過去／

習慣過去／未来能動分詞．現在／過去／未来受動分詞．必要分調がこれに属する．

(b）半分調：性・数により変化する（主格形のみ）．能動態のみで受動態をもたない．

(c）副分調（副詞的分詞）：不変化である．能動態のみで受動態をもたない．現在／過去／習慣過去／未

来副分詞がこれに属する．

形容調的な分調は，基本的に．定語的．半述語的（状況語的・補語的），および，述語的機能をもっ．半

分詞と副分詞は，半述語的機能のみをもっ．

3受動文の動作者（あるいは経験者）は属格で表される．自動詞からつくられた受動文では，動詞 biitiが

あまり用いられないこと，受動分詞が中性形を取ることを特徴とする．自動詞の受動文は，間接的に得

た情報，結果からの推論．仮説，伝聞などの証拠的evidentialな意味を表す．

例.Pa.ii耐 k, cia jo 5吋由．

見る.IMP.3ここに彼.3M.SGGEN座っているPAS1仁PASS.P.N

．見ろ．彼は乙こに座っていたのだJ
本稿で用いる略号は以下の通り ：ACCaccusative （対格）； Ai口 active（能動態）； ADJa司jective（形容調）；ADV

助的（副拘，DATdative（与格）；F f町田町（女性）；Flπfuture （未来）； G町 genitive（属格）泊。imperative（命

令法）；刑Fm刷 ve（不定的； INSinstrumental （具格）； M masculine （男性）； N neutぽ（中性）； NOM nominative 

（主格）；P participle （分調）；PASS passive （受動態）；PL pl凶（複数）；PRES present （現在）；SG singular （単数）．な

お，例文中の記号［？］.[??]. ［＊］は，それぞれ，インフォーマントの判断による「不自然な文J. 「きわめて

不自然な文」．「非文法的な丸の区別を示す．また，括弧｛｝は置換可能であることを示す
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動文の問の意味論的な対応関係は，アスペク卜やテンスとも相関して，非常に複雑な様相を呈

している．なお，伝統文法（LKG,DLKG, LG）のように，動調b耐と能動あるいは受動分調を

組み合わせた形式を動調の人称変化形のパラダイムに含め（伝統的に「複合テンス compound

岡田」と呼ばれる），狭義のヴォイスを動詞の形態論的カテゴリーとみなす立場もある．

また，ロシア語などと同様に，リトアニア語では，派生的な使役動調や再帰動調が盛んに用

いられるが，伝統文法には，使役や再帰などを含む広い意味でのヴォイスに関する体系的な記

述はなく，動調の形態論の中で個別に扱われるに留まる．とりわけ，使役については，自動調

と他動調の派生的な関係に関して「意味論的な使役的対立semantic回四.tiveoppositionを表す」

と言及される程度である（lβ：pp223-227）.一方，再帰動詞については，形態や意味に関する

より詳しい記述がある．語量的あるいは派生的な使役動詞による表現の他に，リトアニア語で

は，「命じるJ，「強いる」などの意味をもっ動詞を他の動詞に添えて使役を表すこともある．ま

た，リトアニア語の派生的な再帰動調の表す意味は多岐にわたり，自分に対する動作（行為）

という文字通りの再帰（reflexive）の他，相互（reciprocal）の意味，自己利益（b回 efactive），自

発（spon凶白山），自然な感情の状態（広義の自発に含まれる）などを意味領域とするが，受動

の意味を表さない．再帰辞・s(i）ーは，他のインド・ヨーロッパ諸現代語におけると同様に再帰

代名詞に由来するが，人称変化しない点でフランス語などと比較してより文法化している．

概して，ヴォイスはテンス，アスペクト，モダリティ的な意味と複雑に絡み合っており，リ

トアニア語のヴォイス研究では，テンス・アスペク卜・ムード諸形式の機能および意味との関

係を分析する必要があることはすでに指摘されている（LKG,DLKG, LG, Paulauskiene 1979, 

Ambrazas 1984, GeniuSiene & N叫jalkov1988, Geni凶iene1990他）．だが，最近のごく一部の研究

(Holvoet & JudZentis 2003 Holvoet & Semeniene 2004 Holvoet & Mikulskas 2005）を除いて，ヴォ

イスと動調の項構造の問題に関しては，これまであまり言及されておらず，課題が多く残され

ている．リトアニア語では，一般的に，非典型的な（すなわち，より自動調に近い）他動詞の

場合に直接目的語がしばしば対格以外の格を取るが，使役表現の場合も，動詞によって，被使

役者（伺凶田）は対格以外の格（主に与格）を取る．また，不定量の主語あるいは直接円的語は，

原則として属格を取る他，よく知られるように，否定形の他動調の直接目的語および存在否定

文の主語は必ず属格を取る．さらに，心理的・生理的経験，感情・感覚，必要，欲求・願望な

どを表す述語は，しばしば主格以外の格（主に与格あるいは属格）を取る．

それでは，以下に，アンケー卜の項円に従って，リトアニア語のヴォイス表現を解説する4.

自動調・他動詞の対

まず，リトアニア語の自動調・他動調は形の上で区別されることが多く，自他同形の例は少

4インフォーマントとして協力していただいたユルギタ・ポロンスカイテ－Jllll拘 Polonska泌氏（実践女子
大学大学院博士後期課程）に心よりお礼申し上げる．なお，アンケート項円に従って作成した原稿の構
成上．詳しく解説することが出来なかった点については，参考文献を参照されたい．
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リトアニア語のヴォイス表現

ない（例.degti“燃える，燃やす”，叩世“煮える，煮る”

の夕イプに従つて，以下のように分類できる（LG:p223) : 

山動調語幹内の母音（および子音）交替による対

（例．凶討“起きる，起こる”－ke¥ti“起こす”）

[2］自動詞とこれに使役の接尾辞・（d）泊・あるいは－（d)y－を付加して形成された派生的な他動

調の対

（例.pykti“怒る”－pykdyti“怒らせる”）

[3］自動詞とこれに接頭辞を付加して形成された派生的な他動詞の対

（例. y，ぽ・kti“泣く”－praverkti(ak:is）“（目を）泣きはらす”）

[4］他動調とこれに再帰辞－s(i）・を付加して形成された派生的な自動詞の対

（例. kei姐“変える”－ke凶s“変わる”）

棲井＆ポロンスカイテーの「リトアニア語の自他動詞のリストJ5では，リストに挙げた全853

個の動調のうち有対動調は340ベア 680個，残りの 173個の動調は無対である．また，自他同

形は全853個の動調中 8ペア 16個，中間的な動詞は56個である．自動調と他動調の聞に派生

関係がある対は，［1］動調語幹内の母音（および子音）交替による対が35ベア70個，［2］自動

詞とこれに使役の接尾辞を付加して形成された他動調の対が 144ベア288個，［3］自動詞とこれ

に接頭辞を付加して形成された他動調の対が 17ペア 34個，［4］他動調とこれに再帰辞を付加し

て形成された自動詞の対が 108ペア216個ある．

上の自動詞と他動調のリストにおける対の個数からみて，［2］の使役の接尾辞・（のin－あるい

は・（d)y－の付加は自動調から他動調を派生するための最も生産的な方法であり，［4］の再帰辞

-s(i）ーの付加は他動調から自動調を派生するための最も生産的な方法であるといえる．以下の例

文（ 1）は，再帰の自動調路i也別“聞く”と他動調 a仙明“開ける”，および，自動調 i~duZt:i “割

れる”と使役の他動調 i~dau布H “割る” 6の例である．

(la) 《風などで》ドアが聞いた． 窓が割れた．

臥ll)'S a岱i由民． Langai i~duZo. 

ドア.F.PLNOM開く田島値目 窓M.PLNOM 1前1る.P.必 T.3

5筆者とユルギタ・ポロンスカイテーが，平成22～25年度国立国語研究所共同研究プロジェクト「述語構
造の意味範曙の普遍性と多様性」（研究代表者：ブラシャント・パルデシ）の補助を得て作成した， リト
アニア語の自他動詞のリストである．このリストは， リトアニア語の基本語集の動詞を辞書から抽出し
て自他動詞の区別を付したリストをまず作成し，乙れをもとに，自他動詞の対の派生関係を明示したリ
ストを作り直すという手順で作成したものである．リストでは自他同形の動詞は有対として扱っている．
また，補充法による対を含まないので，これを加えた改訂版を現在作成中である．

6自動調iMui.ti‘111Jれる”と対をなす使役動詞には，例文（I）で用いたi剖au勾世“密lる”の他に， i刻aui.ti“割

る”もある．典型的には＇ i剥au今6は対象（例文(I）では「窓J）が複数の場合に使われ， i剖aui.tiは対象が
単数の場合に使われる．

-99-



(lb) （彼が） ドアを開けた．（彼が）窓を割った．

(Jis) 出也氏 duris. υiの iS血u.ze langus. 

彼.3M.SGNOM 開ける.PAST.3 ドア.F.PLACC 彼.3M.SGNOM割る.PAST.3 窓M.PLACC

(le）入口のドアが開けられた．

i付imodurys buvo ati白砂tos.

入口のドア.F.PLNOM be.PAST.3開ける.PASS.PAST.P.F.PLNOM

窓が割られた

Lan伊i buvo i~dau勾ti.

窓M.PLNOM be.PAST.3割る.PASS.PAST.P.M.PLNOM

儲量

語量的および派生的使役動調の場合，語葉や文脈によって，「直接使役」または「間接使役j

のいす守1かの解釈が可能である．例文（2a）を参照．一方，リトアニア語では，英語などと同様に，

他の意味をもっ動詞を使役助動詞（他の用語法ではこれも「使役動調印刷.tivey，的」と呼ばれ

るが，ここでは混乱を避けるため，「使役助動調」という用語を採用する）として使うこともあ

る．このタイプの動調として代表的なものに，使役者の意志・意図を示す「強制使役」を表す

Ii叩討“命じる”（被使役者：与格）, prive凶“強いる，強制する”（被使役者：対格）や，被使

役者の行動を許す「許可使役」を表すleisti“許ず’（被使役者：与格）などがある．これらの動

調に他の動調を添えた分析的な使役表現は，基本的に「間接使役」である．例文（2b,c）を参照．

なお，これらの使役助動調を用いた使役構文では，使役助動詞の直後に被使役者を表す語を置

く語順「使役者（主語）＋使役助動調＋被使役者（円的語）＋不定調（＋不定詞の目的語）」が

一般的である．

(2a）私は（自分の）弟を立たせた（起立させたのではなく，立っている状態にさせたの意）．

AS pas匂6au （鈎vo)brolf. 

私l.SGNOM 立たせる.PAS工l.SG自分の兄弟.M.SGACC

(2b）私は（自分の）弟を立たせた（私は弟に立っているよう命じた）．

AS liepiau (savo) broliui stoveti. 

私l.SGNOM命じる.PAST.l.SG自分の兄弟.M.SGDAf立つ（立っている）田町F

(2c）私は（自分の）弟を立たせた（私は弟を立っているよう強いた）．

AS privertiau (savo) broli 託oveti.

私l.SGNOM 強いる.PAST.l.SG自分の兄弟M SGA1α 立つ（立っている）別F

ちなみに，「私は（自分の）弟を立ち上がらせた（起立させた）」の意であれば，下の例文（2b’J’）

7 brolis“兄弟”は“兄”でも“弟”でもあり得る.vy悶 usbrolis“兄（年上の兄弟）”およびjaun岱nisbrolis 

“年下の兄弟”という表現もあるが，リトアニア語では寸量的に両者を取り立てて区別することはしな
いので，本稿の例文でもそのようにする．

-100-



リトアニア語のヴォイス表現

のように使役助動調を用いて表され，語葉的あるいは派生的な使役動調は用いられない．

(2b＇）私は（自分の）弟を立たせた（私は弟に立ち上がるよう命じた）．

M liepiau (savo) broliui atsistoti. 

私l.SGNOM命じる.PAST.1.SG自分の兄弟.M.SGDAT立つ（立ち上がる）別F

(2c’）私は（自分の）弟を立たせた（私は弟を立ち上がるよう強いた）．

M priverciau (savo) brolj atsistoti. 

私l.SGNOM強いる.PAST.1.SG自分の兄弟M SGACC立つ（立ち上がる）別F

他動調の使役

分析的使役構文では，円的語の取る格は使役助動詞によって決まっており，他動調の使役表

現の場合には対格が重複することもあり得る．日本語のように二重対格を避けるために別の格

を用いるということはない.priversti“強いる，強制する”の例文（3）を参照．なお，リトアニア

語では， dainuoti“歌う”は，例文（3a）のように，直接円的語（対格）を取ることも可能だが，

日本語の「歌を歌う」の意味を表すには，例文（3b）のように，直接H的語を取らない方が自然で

あるs.よって，典型的な他動調である i剖a均岨“割る”の例文（3c）も参照されたい．ちなみに，

血inuoti“歌う”から派生された使役動詞dainuodinti“歌わせる”の使用は一般的ではない．

(3a）私は（自分の）弟に歌を歌わせた（私は弟を歌を歌うよう強いた）．

M priverciau (savo) brolj 也凶uo討白問．

私 l.SGNOM 強いる.PAST.1.SG自分の兄弟M.SGACC欧う.INF 歌F.SGACC

(3b）私は（自分の）弟に歌を歌わせた（私は弟を歌うよう強いた）．

M priv町Ciau (savo) bro!! dainuoti. 

私l.SGNOM 強いる.PAST.l.SG自分の兄弟M.SGACC歌う別F

(3c）私は（自分の）弟に窓を割らせた（私は弟を窓を割るよう強いた）．

M priver6au (savo) brolj isdau為ぺiIan思lS.

私1.SGNOM 強いる.PAST.1.SG自分の兄弟.M.SGACC割る別F 窓M.PLACC

一方，自他の点で中間的な動調あるいは他動詞に，使役の接尾辞を付けて派生動調をつくるこ

とは可能だが（valg)巾“食べる”－valgydinti“食べさせる，養う”， gerti“飲む”－gird戸i“飲ま

せる，水をやる”， siiiti“縫う”－siiidinti“縫わせる”），自動調からの派生に比べて非生産的で

ある（この点に関する具体的な数量的データはこれまで発表されていないので調査の必要があ

る）．たとえば，例文（3）のdainuoti“歌う”－dainuodinti“歌わせる”の場合のように，派生的な

使役動調が存在しても，その使用が一般的でないこともある．また，このタイプの派生動詞の

場合，被使役者かあるいは動作の対象のいずれかを対格で表す．例文（3d,e）を参照．概して，派

8 i.主5で触れたリトアニア語の「自他動詞のリスト」（棲井・ポロンスカイテー）では， dainuoti“歌う”は．
valgyti“食べる”， gerti“飲む”などとともに．「中間的な動調」（他の用語で「半他動的動詞悶泊・回nsitive
ve巾s」）に分類している．
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生的な使役動調は二重円的語を取りにくく，被使役者と動作の対象の両方を示す方法は限定的

である．動作の対象は例文（3d＇）のように具格に降格することが多い（ Sa汎説副e1985）.よって，

他動詞の使役表現の場合，分析的な使役構文の方が広く用いられる．

(3d）母は子供に食べ物を食べさせている（養っている）．

Mama valgydina v出陣

母F.SGNOM 食べさせる限ES.3 子供M.SGACC

(3e）母はドレスを槌わせた．

Mama pasiiidino a血1el守・

母.F.SGNOM 縫わせる.PAST.3 ドレス.F.SGACC

(3d’）母は子供にパンを食べさせている（パンで養っている）．

Mama valgydina vailai duona 

母.F.SGNOM 食べさせるP旺 S.3 子供MSGACCハン.F.SG別S

強制使役と許可使役

前述の通り，使役者の意志・意図を示す「強制使役Jと被使役者の行動を許す「許可使役」

は，それぞ、れ異なった使役助動調を用いることによって表し分けられる. Ii叩6“命じる”を用

いた「強制使役Jの例文（4a），および， lei姐“許す”を用いた「許可使役Jの例文（4b）を参照．

(4a）母は子供にパンを買いに行かせた（母は子供にパンを買いに行くよう命じた）．

Mama Ii叩e 四氷山 nueiti n叩irktiduonos. 

母.F.SGNOM命じる.PAST.3子供M.SGDAT 行く別F 買う別F パン王SGG聞

(4b）母は子供を遊びに行かせた（母は子供に遊びに行くことを許した）．

Mama lei do vaikui eiti 泊芯ti.

母F.SGNOM許す.PAST.3子供M.SGDAT行く．別F 遊ぶ別F

直接使役と間接儲量

語葉的意味によって使役を表す他動詞の中には，「直接使役」しか表現できないものがある．

例文（5a）の叩rengti“着せる”は，基本的に，直接手を下して服を着せることを意味する．一方，

この他動詞から再帰辞を付けて形成される再帰の自動調叩sir1印刷“着る”の使役表現では，例

文（5b）のように， Ii叩6“命じる”（被使役者：与格）， priversti“強いる，強制する”といった使

役助動調を添えるが，これらは，基本的に「間接使役」の表現となる．

(5a）私は弟に服を着せた．

M aprengiau brolj. 

私l.SGNOM （服到着せる.PAST.l.SG兄弟M SGACC 
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(5b）私は弟にその服を着させた．

AS Ii叩iau broliui aps註engti 凶s而hais.

私l.SGNOM命じる.PAS口.SG兄弟.M.SGDAr着る.INF それらの服M.PL削S

AS privertiau brolj 叩sirengti凶SI官bais.

私l.SGNOM 強いる.PAST.1.SG兄弟.M.SGACC着る別F それらの服M.PL別S

授受

授受表現に関しては，リトアニア語には，基本的な授受動詞として， duoti“与える”および

gauti“得る”がある．いずれも，日本語の“やる”，“あげる”，“くれる”，“もらう”といった

授受動調のような恩恵的意味は含まず，恩恵の点では中立的な動調である.duoti“与える”を

用いた例文（6a,b），および， gauti“得る”を用いた例文（6c）を参照．

(6a）私は弟にその本をあげた（私は弟にその本を与えた）．

AS 血.viau broliui t司kny回・

私l.SGNOM与える.PAS刊 .SG兄弟M.SGDATその本F.SGACC

(6b）兄は私にその本をくれた（兄は私にその本を与えた）．

Brolis man dave tヰknygぷ
兄.M.SGNOM私1.SGDAT与えるP必口その本F.SGACC

(6c）私は兄にその本をもらった（私は兄からその本を得た）．

AS gavau t司 kny関 i~ brolio. 

私l.SGNOM得るP必T.l.SGその本F.SGACC ～から兄弟.M.SGG印

やりもらい

同様に，リトアニア語には，日本語のやりもらい表現に相当するような区別がない．従って，

以下の例文（7）の，日本語のやりもらい表現に相当するリトアニア語の表現は， duoti“与える”

やgauti“得る”といった授受動調を用いないという点においては，例文（6）の授受表現との直接

的な関連はない．ただし，動作者（主語）の行為を恩恵として受ける者，すなわち，受益者が

与格で表される点は共通している．換言すれば，例文（7）のタイプの構文は，概して，受益者（与

格）に利益や何らかの影響を与えない行為は表しにくい．

(7a）私は弟に本を読んであげた（私は弟に本を読んだ）．

AS per百kaitiau broliui kny回・

私1.SGNOM読むPAST.l.SG兄弟M SGDAT本店GACC

9 リトアニア語の基本語順はsvoだが，代名詞の目的語は動詞の前に置かれる傾向がある．
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(Tu）兄は私に本を読んでくれた（兄は私に本を読んだ）．

Brolis man per汰aite knygヰ

兄M.SGNOM私l.SGDAT与えるP品ね本町GACC

(7c）私は母に髪の毛を切ってもらった（母は私に髪の毛を切った）．

M釦 m man n出 rpo pla山田．

母.F.SGNOM私l.SGDAT切る.PAST.3 震の毛M.PLACC

ちなみに，上の例文（7）の表現にduoti“与える”などの授受動詞を加えると，例文（7a’，b＇）のよう

に円的の意味を表す表現になる．

(7a’）私は弟に本を読むためにあげた（与えた）．

M 也市u broliui perskaityti knygヰ

私l.SGNOM与える.PAST.l.SG兄弟MSGDAT 読む別F 本F.SGA1α

(Tu＇）兄は私に本を読むためにくれた（与えた）．

Brolis man 也ve pers凶 刷 kny~ト

兄M.SGNOM私l.SGDAT与える.PAST.3読む.INF 本F.SGACC

duoti“与える”は使役的な表現に用いられることもあるが，その用法は限定的である．例文（7d)

を参照．

(7の兄は私に分からせた（理解させた）．

Bro I is man <lave supra血．

兄M.SGNOM私l.SGDAT与える.PAST.3 分かる別F

なお，例文（7c）「私は母に髪の毛を切ってもらった」の意味は，例文（？ののように受動文を用い

て表すこともできる．ただし，このタイプの文では，「髪の毛Jのような直接円的語を明示する

ことはできず，常識や文脈から動作の対象が何であるかが判断される．また，一般的に，受動

文のこのような使用には，語葉的な制約が大きく，概して，身体部分や所有物に対する（ある

いは事物を授与することを含意する）行為を表すたとえば，例文（Tu）の主語を「私Jに置き換

えた「私は兄に本を読んでもらった」という内容は，リトアニア語の受動文では表すことはで

きない．例文（Tu”）を参照．

(7c’）私は母に髪の毛を切ってもらった（私は母に（髪の毛を）切られた）．

M buvau mamos n尚 早 凶 （市la曲山）．

私l.SGNOM be.PAST. l .SG 母F.SGG印切る.PASS.P崎明M.SGNOM 髪の毛M.PLACC 

(Tu”）私は兄に本を読んでもらった（私は兄に本を読まれた）．

?? M buvau brolio per立aiザ也S （ホknygゆ．

私l.SGNOM be.PAST. l .SG 兄MSGGEN読む.PASS.PAST.P.M.SGNOM 本 店GACC

再帰

リトアニア語は，古い時期のインド・ヨーロッパ語族の言語にみられる形態論的カテゴリー
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としての中動態をもたないが，再帰辞・s(i）・をともなう再帰動調がこれに代わる機能を果たし

ている．中動態や再帰の意味を説明する際にしばしば取り上げられる「自分を洗う」の意味を

表すリトアニア語の再帰動詞は， pra凶“（体を）洗う”に再帰辞を付加したpraustis“自分の体

を洗う”（例文（8a）のnusipraustiはこの岡田町に完了的な意味をもっ接頭辞nu・を付加した動調）

IOである．この再帰動調 pra山由は，「体をJを意味する円的語なしで用いられ，一殻的には体

全体（全身）を洗う意味を表す一方，手や足などの体の部分を洗う意味では，体以外の一般

的事物を洗う意味も表す plauti“洗う”に再帰辞を付加した plautis“自分の体（部分）を洗う”

（例文（8b,c）のnusiplautiはこれに完了的な意味をもっ接頭辞nu－を付加した動詞）を用いるのが

ふつうである．前述の通り，再帰動詞の再帰辞は再帰代名詞に由来するが，ロシア語などと同

様に人称変化は失っている．例文（8b,c）を参照．

(8a）私は（自分の）体を洗った．

M nusiprausiau （＊同n司）．

私l.SGNOM 自分の体（全体）を洗う.PAST.l.SG 体MSGACC 

(8b）私は（自分の）手を洗った．

M nusiploviau rankas. 

私l.SGNOM 自分の体（部介）を洗う.PAST.l.SG 手M.PL.ACC

(8c）彼は（／その人は）手を洗った．

Jis （庁as注nogus) n山 iplove rankas. 

彼3M.SGNOM／その人M SGNOM自分の体（部分）を洗う.PAST.3 手M.PL.ACC

(8）の例文で非再帰動詞を用いると，必然的に自分ではなく他の人の体を洗うことを意味する．

pra出回“（体を）洗う”は，例文（8a’）のように，「人」を表すH的語を必要とする．一方， plauti

の目的語が，例文（8c’）の「手」のように体の部分である場合，本人の手ではあり得ない．

(8a’）私は子供の体を洗った．

As nupra山 iau vaikヰ

私l.SGNOM 体（全体）を洗う.PAST.1.SG 子供M.SGACC 

(8c’）彼は（／その人は）彼（他の人）の手を洗った．

Jis (!fas注nogi.ぉ） nuplove jo rar水且s.

彼3M.SGNOM／その人M SGNOM 体（部分）を洗う.PAST.3 彼の.POSS 手M PL.ACC 

自己利益

リトアニア語では，「自己利益J(benefactive）を表して円的語を取る再帰動調が広く用いられ

10 リトアニア語では．多くの動詞に接頭辞を付けてニュアンスの異なる派生動調をつくる．たとえば，
pra凶臼“（体を）洗う”に接頭辞 nuーを付けたnu-prau凶“（体を）洗う”は，完了的な意味をもっ．こ
の種の復合動調から再帰動調をつくる場合は.nu-si-prausti“自分の体を洗う”のように，接頭辞の直後
に再1帰辞－siーを挿入する．
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る．このタイプの再帰動詞は，とくに「自己利益Jの意味を強調する必要がない場合にも用い

られる．たとえば， pirkti“買う”の再帰動調 p仕凶s“自分のために買う”（例文（9a）の nusipirkti

はこれに完了的な意味をもっ接頭辞nu－を付加した動調）は非常に頻繁に用いられ，非再帰動詞

p註kti“買う”を使用すると，「自分のためでなく他の人のために買う」こと，すなわち，「自己

利益Jのための行為でないことを明確化することになる．したがって，誰のために買うかに言

及する必要がない場合は，再帰動詞を使う方がふつうである．

(9a）私は（自分のために）その本を買った．

AS nusipirkau t司kny倶

私l.SGNOM 自分のために買う.PAST.l.SG その本町GACC

(9b）私はその本を買った．

AS nupirkau t司kny：酔

私l.SGNOM 買う.PAST.1.SG その本店GACC

ーそれでは，いったい誰に買ったのかい？

-Tacla kam gi nupirkai 匂kny関？

それでは誰にいったい買う.PAST1.SG その本店GACC

相互的動作

リトアニア語では，「相互的動作JCrecipro回I)の意味もまた，再帰動詞によって表される．

ただし，再帰動調による相互的動作の表現は，必ずしも主語が「互いに」その動作を行ったこ

とを意味するとは限らない．また，動調によっては本来の「再帰」など他の意味を表すことも

あるので，暖昧さを避けるためには，副調などによって相互的動作の意味を明確にする必要が

ある．たとえば， m凶討“打つ，叩く，殴る”の再帰動詞m凶出“殴り合う，けんかする，戦う”

に完了的な意味をもっ接頭辞回・を付加した再帰動調拙m酬は，副調回p幽明e“互いに”を

添えない場合，“（自分に）けがを負う”という意味も表す．例文（IOa,b）を参照．なお，例文（IOc)

のように，非再帰動調m 雌殴る”に副調町四川e“互いに”を添えると，「殴り合う」と

いう相互的動作の意味を表すことができないばかりか，非文になる．

(lOa）彼らは（／その人たちは）殴り合っていた（けんかをしていた，けがを負った）．

Jie (!fie Zlnones) susim凶e.
彼らJM.PL.NOM／その人たち.M.PL.NOM 殴り合う.PAST.3

(I Ob）彼らは（／その人たちは）殴り合っていた（互いに殴り合っていた）．

Jie (!fie Zlnones) 田町雌 崎臨叫e.

彼らJM.PLNOM／その人たち.M.PLNOM 殴り合う.PAST.3 互いに

(IOc）彼らは（／その人たちは）互いに殴っていた．

*Jie (!fie注nones) sum~e 凶p山avyje.

彼ら.3M.PLNOM／その人たちM PLNOM 殴る.PAST.3 互いに

-106-



リトアニア語のヴォイス表現

衆動・集合

リトアニア語には「衆動」すなわち「みな一緒に～する」という意味を表す特別な形式はな

く，副調などを用いてこれを表す必要がある．例文（Ila）を参照．

(11的その人たちは《みな一緒に》町へ出発した．

Tie注nones visi karttt i~vyko jmi国外

その人たち.M.PLNOM みな一緒に 出発する.PAST.3 町へ

ちなみに，例文（10）に挙げた動調の接頭辞 mーは，完了的意味の他に「集合・集中」の意味も

表す（例.SUS困地6“集まる，群がる”，印刷またはsusieiti“（歩いて）集まる，集合する”，田vafiuoti

“（乗り物で）集まる，集合する”）．例文(llb）を参照．

(llb）その人たちは（乗り物で）町へ集まった．

Tie hnones suvaZ:iavo i mi田t斗

その人たち.M.PLNOM （乗り物で）集まる.PAST.3 町へ

自発

また，リトアニア語では「自発Jの意味もしばしば再帰動調を用いて表される（逆使役用法

を含む）．他動調から再帰辞・s(i）・を付加して派生される再帰的な自動詞の中には，「自発」の

意味をもっ動調が多くみられる（例.baigti“終える”ーbai伊s“終わる”， 田kti“回す”一回ktis

“回る”， ke1姐“変える”－keistis“変わる”，也ryti“する”一也rytis“なる”）．自然に（自分の

意志とは無関係に）ある種の心理的・生理的状態になることを表すときにも，このタイプの再

帰動調が広く用いられる（例.noreti“欲する，～したい”ー即時也“（（自然に）～したくなる，

（自分の意志とは無関係に）～したい気がする”）．この場合，再帰動詞は3人称形になり，意

味上の主語（経験者）は与格で表される．例文(l2a,b）を参照．

(12a）その映画は泣ける（その映画を見ると（私は）泣きたくなる）．

T司自Im司 Zi面白t (man) norisi vぽkti.

その映画M.SGACC見る.ADV.PRES.P私1.SGDAT～したくなる.PR.ES.3泣く別F

(12b）その映画は泣ける（その映画を見ると（私は）（泣くほど）感動的になる）．

T司自Im司 Zi紅白I (man) darosi graudu. 

その映画M.SGACC見る.ADV.PRES.P私1.SGDATなる.PRESJ感動的な.ADJ.N

ただし，（12）の例の「その映画は泣ける」の意味は， Vぽkti“泣く”からつくられる使役動詞羽rkdyti

“泣かせる”（例文(l2d）のpravirkdytiはこれに完了的な意味をもっ接頭辞pra－を付加した動詞）

を用いて表現することもできる．例文（12c,d）を参照．

(12c）その映画は泣ける（その映画は泣かせるものだ）．

Tas filmas 吋r~也ntis.

その映画M.SGNOM 泣かせるA口：PRES.P.M.SGNOM
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(12d）その映画は泣ける（その映画は泣かせてしまう）．

Tas filrnas pra吋rkdo.

その映画M.SGNOM 泣かせてしまうP阻 S.3

意志的動作

「意志」と他動性の関係について言えば，リトアニア語では，概して，他動詞文は意志的・

意図的な動作を表すのにより好んで用いられる傾向がある．だが，類型論的にみて，リトアニ

ア語は意志性・意図性が他動聞の使用に大きく影響する言語には属さない．すなわち，他動調

文が常に意志的な動作を表すとは限らず，無意志的な動作を他動調によって表すことは可能で

ある．よって，意志性・意図s性の有無は副詞なと、によって明確に表される．例文（13a, a’， b, b') 

を参照．一方，例文（13）の「割るJのように典型的な他動的動作を，その対象を主語とする自動

調文で表現するには，その動作が無意志的・無意図的に行われたという前提，あるいは，特殊

な文脈が必要となるようである．例文（13c）を参照．

(13a）私は卵を割った．

M 叩 dauiiau kia~inj. 

私1.SGNOM 割る.PAST.l.SG卵.M.SGACC

(13a’）私は｛わざと／うっかり｝卵を割った．

M ｛併ia/n町Cia｝四dauiiau kia~inj. 

私l.SGNOM わざと／うっかり 割る.PAST.l.SG卵.M.SGACC

(13b) 《うっかり落として》私はカップを割った（／割ってしまった）．

M 四也uiiau puodelj. 

私1.SGNOM割る.PAST.l.SGカップM.SGACC

(13b＇）私は｛わざと／うっかり｝カップを割った．

M { tyCia I netyCia｝四dauiiau puodelj. 

私1.SGNOM わざと／うっかり 割る.PAST.l.SGカップ.M.SGACC

(13c）カップが割れた．でも私は何もしていない．

Puodelis 回 duZ.o. Bet ~ niekojam n吋ariau.

カップMSGNOM書取る.PAST.3でも 私l.SGNOM 何もそれ3M.SGDATしなし、.PAST.l.SG

可能性と臆意性

リトアニア語では，「可能／不可能」を表す文は，「随意／不随意」の違いに関わらず，「状況

可能」を表すムード的助動調の伊Jeti“～できる”をともなう分析的表現によって表される．例

文（14色b）を参照．それに対して，「不随意」の「可能／不可能性」を表す場合には，しばしば再

帰動詞を用いて，自然に（自発的に，自分の意志とは無関係に）ある種の心理的・生理的状態

になる（ならない）ことを表す（例.miegoti“眠る”－miegotis“（何となく，自分の意志とは
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無関係に）眠れる”）．この場合，再帰動詞は3人称形になり，意味上の主語（経験者）は与格

で表される．例文（14a’）を参照．一方，随意の不可能性を表すには，一般的に再帰動調は用いら

れない．

(14a）きのう私はコーヒーを飲みすぎて（飲みすぎたので）眠れなかった（ねつけなかった）．

V止ar isgeriau per daug kavos, todel negal付加 泊四gti.

きのう 飲むPAST.l.SGあまりにたくさんコーヒ－.F.SGGENゆえにできない.PAST.l.SG眠り込む別F

(14a’）きのう私はコーヒーを飲みすぎて（飲みすぎたので）眠れなかった．

Vakar isgeriau per daug kavos, todel man n回 imiegojo.

きのう 飲むPAST.l.SGあまりにたくさんコーヒー.F.SGG凹ゆえに私l.SGDA丁目尉lfJ:い，PAST3

(14b）きのう私は仕事がたくさんあって（たくさんあったので、）附1なかった．

Vakar turejau daug 也市o, todel negalejau miegoti. 

きのうもつPAST.l.SG たくさん仕事日GG凹ゆえにできな~1.PAST. I .SG眠る．削F

全体と部分

日本語でいわゆる二重主語構文で表される「全体と部分Jの所有関係については，リトアニ

ア語では，それが一時的状態，心理的・生理的経験などを表す構文の場合には，「全体」すなわ

ち「経験者」が与格で表される．

(15a）私は頭が痛い．

Man skauda galv<'!. 

私l.SGDAT痛む.PRES.3頭.F.SGACC

(15b）私は頭がくらくらする（私はめまいがする）．

Man svaigsta galva. 

私l.SGDATくらくらする.PRES.3 頭.F.SGNOM

「全体と部分」の所有関係でも，恒常的な状態を表す場合は，多様な構文による表現がある．

例文(16）を参照．ただし，「全体」にあたる語は，例文（16めのように，与格では表されない．な

お，例文(16d,e）は日常会話で、はまれにしか用いられない．

(16a）あの女性は髪が長い（あの女性のは長い髪）．

Anos moters ilgi pla叫cai.

あの火性F.SGGEN 長いADJ.M.PL.NOM 髪.M.PL.NOM

(16a’）あの女性は髪が長い（あの女性には長い髪）．

＊畑aimot出創 ilgi pla叫cai.

あの女性目F.SGDAT 長い.ADJ.M.PL.NOM 髪.M.PL.NOM
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(16b）あの女性は髪が長い（あの女’性は長い髪をもっている）．

Ana motぽis 回 ilgus plaukus. 

あの女性.F.SGNOM もつ.PRES.3長い.ADJ.M.PLACC 髪M.PLACC 

(16c）あの女性は髪が長い（あの女性の髪は長い）．

Anos moters pla叫cai （戸a) ilgi. 

あの女性，F.SGGEN 髪M.PLNOM be.PRES.3長い.ADJ.M.PLNOM

(16d）あの女性は髪が長い（あの女性は長い髪もちだ）．

Ana moteris (yra）四 iゆJS plaukais. 

あの女性.F.SGNOM be.P阻 S.3 ～とともに長いADJ.M.PL別S 髪M.PL仏IS

(16e）あの女性は髪が長い（あの女性は長い髪のものだ）．

Anamoteris 匂ra) ii四 plaukq

あの女性.F.SGNOM be.PRES.3 長い.ADJ.M.PLGEN 髪.M.PLGEN

「全体と部分」の関係にある対象への動作を表す場合，リトアニア語では，動調の支配によ

って，「全体」は与格あるいは対格，「部分」は対格または前置調句で表される．これは，自分

に対する動作であっても同様である．例文(17）を参照．

(17a）彼は（別の）彼の肩を叩いた．

Jis p叩le踏n吋o

彼.3M.SGNOM 叩く.PAST.3

(l 7a’）彼は自分の肩を叩いた．

Jis paplekSn吋o

彼JM.SGNOM 叩く.PAST.3

jam pぽ petj.

彼3M.SGDAT ～を通じて肩.M.SGACC

sau pぽ petj

自分DAT ～を通じて肩.M.SGACC

(17b）彼は（別の）彼の手をつかんだ（押さえた・握った）．

Jis 釦spaude jam m地再・

彼JM.SGNOM つかむ.PAST.3 彼JM.SGDAT 手F.SGACC

(17b＇）彼は自分の手をつかんだ（押さえた・握った）．

Jis 叩spaude sau ran同

彼3M.SGNOM つかむ.PAST.3 自分.DAT 手F.SGACC

(17c）彼は（別の）彼の手をつかんだ（ひつつかんだ・握りしめた）．

Jis {suci叩oI sugriebe} j i ~ rankos. 

彼.3M.SGNOM つかむ.PAST.3 彼JM.SGACC ～の向こうに手.F.SGG聞

「全体と部分Jのうち，「部分」を対象にした動作であることを強調する（「部分」だけ見えて

「全体」は見えないか，「部分」が「全体」から切り離されるかして，「部分Jが「全体Jから

独立したような状態である）場合，「全体」にあたる語が属格もしくは所有代名調で表され，「部

分」にあたる語が対格を取ることがある．例文（17のを参照．
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リトアニア語のヴォイス表現

(l 7d）彼は最後の瞬間に《溺れて水の中に沈みかけていた》彼の手をつかんだ．

Jis pぉ：kutin~出血同｛叫i叩oI sugriebe I suspaude} jo rank4 
彼3M.SGNOM 最後の瞬間に つかむ.PAST.3 彼のPOSS 手，F.SGACC

知覚

リトアニア語では，知覚動調matyti“見る，見える”およびgird剖“聞く，聞こえる”を用い

た知覚構文は， kaip“どのように，いかに”に導かれる補文によって表される．例文(18a）を参

照．その他，伝統文法によれば，知覚の対象を対格で表示した副分調構文によっても表される

（このような分調の補語的機能を，伝統文法では分調の「説明的J用法と呼んでいる）．ただし，

現代リトアニア語の口語では，副分調のこのような使用はまれである．例文（18めを参照．なお，

リトアニア語には英語などにみられるいわゆる時制の一致はなく，補文内の動調や副分調の現

在テンスは，未完了性および主動調に対する同時性を表す．

(18a）私は彼がやって来るのを見た．

M matiau, kaip jis ateina. 

私1.SGNOM見る.PAST.1.SG どのように彼.3M.SGNOM 来るP既 S.3

(18a’）私は彼がやって来るのを見た．

M matiau jj ateinant 

私l.SGNOM見る.PAST.1.SG彼JM.SGACC 来る.ADV.PRES.P

知覚動詞以外の動調の場合，副分詞を用いた構文はさらにまれにしか用いられない．例文（18b')

を参照．一般的にはkad“～こど’に導かれる補文（英語の伽t構文に相当）によって表現され

る．例文（18b）を参照．

(18b）私は彼が今日来ることを知っている．

M 泊mu, kad jis ~iandien ateis. 

私 l.SGNOM知るP旺 S.l.SG ～こと彼.3M.SGNOM 今日 来るR汀.3

(18b’）私は彼が今日来ることを知っている．

?M Zinau jj ~iandien ateisiant. 

私l.SGNOM知る.PRES.l.SG 彼3M.SGACC 今日 来る.ADV.R汀.P

主文と kad“～こと”に導かれる補文の主語が同一である場合，補文内に主語は現れないが，

代名調pa包“自身，自ら”によって同一指示を明確にすることも可能である．例文（19a,b）を参

照．また，伝統文法では，主動調が再帰動詞の際に，形容調的分詞がこれと同じ主語の動作を

表して補語的に機能すると記述されている．だが，やはり現代リトアニア語ではこのような分

詞の用法は比較的まれであり，とりわけ再帰動詞を主動詞とした表現は口語ではあまり聞かれ

ない．例文（19a’，b＇）を参照．
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(19a）彼は自分（のほう）が勝つと思った．

Jis m加 e, kad (pa怨） laimes. 

彼JM.SGNOM 思う.PAST.3 ～こと自身SGNOM 勝つR汀.3

(l 9a＇）彼は自分（のほう）が勝つと思った．

?Jis mane(si) laimesii)S. 

彼3M.SGNOM （自分のことを）思う.PAST.3勝つA口.R汀.P.M.SGNOM

(19b）彼は自分（のほう）が勝つと言っていた．

Jis sake, kad (pats) Jaimes. 

彼JM.SGNOM 言う.PAST.3 ～こと自身.SGNOM 勝つR冗3

(19b’）彼は自分（のほう）が勝つと言っていた．

?Jis sake(si) laimesii)S. 

彼JM.SGNOM （自分のことを）言う.PAST.3勝つA口.R汀.P.M.SGNOM

全体・部分にゐ効作

さて，冒頭で述べた通り，リトアニア語では，一般的に，非典型的な他動調の場合に直接円

的語がしばしば対格以外の格を取る．また，不定量の主語あるいは直接円的語は原則として属

格を取る他，否定形の他動調の直接目的語は必ず属格を取る．これと関連して，動作が対象に

部分的に及ぶことを意味する場合もまた，対象は属格によって表される．例文（20a）を参照．

(20a）私は（カップの）水（の一部）を飲んだ．

AS atsigeriau vandens (i~ puodelio). 

私l.SGNOM 飲む.P1屯ST.l.SG オ叫~.SGGEN ～からカップMSGGEN 

それに対して，動作が対象の全体に及ぶことを意味する場合は，対象は対格によって表される．

例文（20b）を参照．

(20b）私は（カップの）水を全部飲んだ（飲みほした）．

AS IB震riau vis号 vandenj (i~ puodelio ). 

私l.SGNOM飲みほすPAST.l.SG すべての水.M.SGACC ～からカップM SGG印

恒常性と否定

また，リトアニア語では，「恒常’性Jも目的語の格の選択に関わっており，恒常的あるいは習

慣的な動作を表す場合，対格が用いられる傾向にある．例文（21a,a’）を参照．一方，一時的ある

いは非習慣的な動作を表す場合は，属格もしばしば用いられる．例文ρlb）を参照．それに対し

て，否定文では，「恒常性」の有無に関わらず，円的語はかならず属格になる．例文（21c）を参照．

(2la）あの人は肉を食べる．

Anasおno思JS val go me84 

あの人MSGNOM 食べる.PRES.3 肉.F.SGACC
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リトアニア語のヴォイス表現

(2la’）あの人は｛毎日／いつも）肉を食べる．

加 asZ:mogus {kasdien I明也｝ valgo me叫

あの人M SGNOM 毎日／いつも 食べる.PRES.3 肉.F.SGACC

(2lb）あの人は今日は肉を食べていた．

Anas Z:mogus ~iandien valge mesos (/meS<J). 

あの人.M.SGNOM 今日は 食べる.PAST.3 肉.F.SGGEN(/ACC) 

(2lc）あの人は｛今日は／毎日／いつも｝肉を食べない．

Anas泊no思JS { siandien I kasdien I visada} nevalgo mesos. 

あの人M.SGNOM 今日は／毎日／いつも 食べないPRES.3 肉.F.SGGEN

経験・認識

心理的・生理的経験，感情・感覚，必要，欲求・願望などを表す述語は，動詞の他，形容詞・

分調の中性形なと、によっても表される．その場合も，意味上の主語（経験者）は与格を取る．

例文（22a,b）を参照．

(22a）今日は寒い（今日は何だか寒く感じる）．

Siandien salta. 

今日は 寒い油＞J.N

(22b）私は（何だか）寒い（私には何だか寒く感じる）．

Man salta. 

私l.SGDAT寒い油1J.N

なお，例文（22a）の「今日は寒い」という意味をより客観的に表すのは，次の例文（22a’）のような

名調述語文である．

(22a’）今日は寒い（今日は寒い日だ）．

Siandien salta diena. 

今日は 寒い.ADJ.F.SGNOM日目F.SGNOM

心理的・生理的経験，感情・感覚なと、の認識を表す述語であっても，次の例文（23a）のように，

状態ではなく，出来事の表現であれば，経験や認識の主体を主格主語によって表す方が一般的

である．意味的な主語が与格で表された形容詞述語文の例文（23b）と比較されたい．

(23a）私は人がとても多いのに驚いた．

AS nustebau, lead yra tiek daug Z:moni4. 

私1.SGNOM驚く．巴l¥Sl仁l.SG～こと be.PRES.3 そんなに多く 人々，F.PL.GEN

(23b）私には人がとても多いのは驚くべきことだ．

Man nuostabu, lead yra tiek daug Z:moni4. 

私l.SGDAT 驚くべき.ADJ.N ～こと be.PRES.3 そんなに多く 人々 .F.PL.GEN
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現象と体験

リトアニア語では，基本的に，現象を表す文において，それが現場での直接体験か否かは明

示されない．例文（24a）を参照．ただし，例文（24めのように述語動詞を分間に置き換えることに

よって，文に伝聞（間接）法的な意味を加えることができる．だが，分詞のこのような用法は，

現代リトアニア語の口語ではまれにしかみられない．なお，受動分調の中性形を用いると，証

拠的なevidenti必意味を表すこともできる.(24b）を参照．

(24a）雨が降ってきた．

{Prad句oI Erne} lyti. 

始めるPAST.3 （雨的降る.INF

(24a’）雨が降ってきたそうだ＼

{Prad前／Erner} lyti. 

始めるACT.PAST.P.N （雨前降る別F

(24b）ここには雨が降ったようだ．

Cia lyta. 

ここに （雨的降る.PASS.PAST.P.N

自他の点で中間的な構文

自他の点で中間的な構文は，しばしば受動文で表される．例文（25a）を参照．ちなみに， リト

アニア語では「良く売れる」という表現があまり一般的ではなく，同様の意味合いで「良く買

われる」という表現の方が自然に用いられる．例文（25b）を参照．

(25a）その本は良く売れる（その本は良く売られている）．

Ta knyga gerai parduo血ma.

その本町GNOM良く売る.PASS.PRES.P.F.SGNOM

(25b）その本は良く売れる（その本は良く買われている）．

Taknyga g町出perkama.

その本F.SGNOM良く 買う.PASS.陀 ES.P.F.SGNOM

道具主語構文

一方，道具主語構文では，「道具Jが勤作者であるかのように，他動調を用いることができる．

例文（26a）を参照．例文（26めのように．円的語を取ることも可能である．また，「このナイフは

良く切れる（切る）Jの意で，「このナイフは鋭いJという形容調述語文による表現も一般的で

ある．例文（26b）を参照．

(26a）このナイフは良く切れる（このナイフは良く切る）．

Sis peilis ger剖pjauna

このナイフM SGNOM よく 切る.PRESJ

-114-



リトアニア語のヴォイス表現

(26めこのナイフは肉が良く切れる（このナイフは肉を良く切る）．

Sis peilis gerai悶auna mes斗

このナイフ.M.SGNOM よく 切る.PRES.3 肉.F.SGACC

(26b）このナイフは良く切れる（このナイフは鋭い）．

Sis peilis 加） ~凶s.

このナイフ.M.SGNOM be.PRES.3鋭いADJ.M.SGNOM
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